
滝沢市民の皆さん 一本木 RMCに今までの数百倍

以上危険な新放射性廃棄物が持ち込まれそうです！ 
 

 - お知らせ -  

１、滝沢ＲＭＣ放射線監視委員会の傍聴をしましょう。 

 平成 29 年 1 月 19 日（木）午後 2:30〜 滝沢市役所 2 階 201 会議室

医師、アイソトープ協会からの説明と委員との質疑応答。 

※午後 2:15頃から傍聴者記名。傍聴は滝沢市民限定。 

主催 滝沢市 

２、滝沢ＲＭＣアルファ核種廃棄物の搬入問題の学習会をします。 

平成 29 年 1 月 23 日（月）午後 1 時～3 時    参加費無料、どなたでも参加可能 

いわて生協 ベルフ青山 2階 会議室Ａ（☎019-647-8181）   

主催 有機の会   共催 クラムボンの会 

 
ＲＭＣ(アールエムシー)って？:ラジオメディカルセンターの略です。 

全国の医療機関で発生する放射性廃棄物を集荷し、焼却処分などをす 
る処理施設。現在まで 29年間、一本木で稼働しています。 

正式名称：日本アイソトープ協会 滝沢研究所 （滝沢市一本木留が森に立地） 

 

新しく持ち込まれようとしている放射性廃棄物 

世界初、昨年 6月から唯一日本の医療で使われ始めた、前立腺癌骨転移癌患者の延命治療と

してのアルファ線放出注射薬ラジウム 223(商品名:ゾーフィゴ)、その注射容器や残液などの

廃棄物。 

 

・アルファ薬品は滝沢 RMC に今まで搬入されてきた 

ベータ、ガンマ線薬品よりも数百倍以上の危険。 

・ラジウム 223 は半減期 11 日ですが、不純物として 

含まれてくるアクチニウム 227 は半減期 22年で 

プルトニウムよりも危険な最悪の放射能。 

・アルファ線は細胞遺伝子の二重鎖を強力に破壊、 

修復が困難になり、ガン・遺伝的影響が出ます。 

※詳しくは「再処理 岩手の環境」で検索し 

「三陸の海・岩手の会」の HP をご覧ください。   

http://sanriku.my.coocan.jp/                （上図 ＋が RMC、左中ほど自衛隊駐屯地） 

 
お問合せ先 有機の会代表 高屋敷ヒヅ子（携帯☎０９０-９４２５-２８２３滝沢市在住） 

http://sanriku.my.coocan.jp/

